
ここからは、ILLサービスについてご紹介します。
電子ジャーナルでPDFファイルを入手できない、そして阪大に紙の雑誌の所
蔵も無い、でもこの論文は入手しておきたい。
そういったときに活用できる便利なサービスです。



ILLサービスとは、図書館同士のネットワークを利用する方法です。
阪大の他キャンパスの図書館はもとより、他の大学の図書館、国立国会図書
館や海外の図書館も、このネットワークに入っています。

最近では論文PDFファイルを、電子ジャーナル提供元のWebサイト上で直接
購入できることも多くなってきましたが、ILLサービスのほうが安く入手でき
る場合が多いです。

ILLサービスについては、図書館の窓口で申し込みできるほか、附属図書館
Webサイトからオンラインで申込もできます。



ILLサービスでできることとして、まずこの2つがあります。

1つ目は複写の取り寄せです。雑誌論文であれば、この方法を使うことにな
ります。
他の大学からの取り寄せの場合、取り寄せ先の大学によって料金が異なりま
すが、見開き1枚あたりのコピーがおおよそ40～50円程度、それに加えて送
料がかかります。ですので、ページ数にもよりますが、1論文は数百円で入
手可能なことが多いです。おおよそ3日から1週間程度で到着します。
大阪大学内の他のキャンパスの図書館からの取り寄せもできます。こちらは
送料はかかりませんし、複写料金も見開き1枚で25円と、よりお安く手に入
ります。

2つ目は図書の取り寄せです。
これは、他の大学から図書そのものを取り寄せるサービスです。往復の送料
として1200～1500円程度を支払ってもらう形になります。雑誌は借りること
ができないので、最初に説明した複写の方法のみ、利用可能です。

どちらも、附属図書館Webサイト右上のWebサービス、文献複写・現物貸借
申込み、のところからオンラインでも申込可能です。



複写取り寄せについて、簡単に申込む方法がいくつかあります。

1つ目は本教材で何度も登場している「大阪大学電子リソースリスト」の画
面です。
この一番下に、「学外からの文献取寄せ」を申し込むボタンがあります。こ
こから申し込むと、論文の書誌情報が申込フォームへ自動入力されるので簡
単です。

2つ目は蔵書検索（OPAC）の検索結果の画面です。
学内の他の図書館から複写を取り寄せる、というときには「複写取寄」ボタ
ンからそのまま申込画面に進めます。



ILLサービスとしてもう1つできることに訪問利用があります。
所蔵している大学や研究機関の図書館へ、皆さんが直接行くという形です。

例えば、借りることのできない辞書や事典類を見に行きたいときや、10年分
の雑誌をまとめて見たい、というような場合に、有効な手段かなと思います。
阪大図書館が、行先の図書館との仲介をします。
とくに公立・私立大学の図書館ですと、直接行くだけでは入館できません。
阪大図書館を通じた事前申し込みの必要なところがほとんどです。

訪問利用は、Webでの申し込みを受け付けていませんので、
行きたい日の3日前までに図書館のカウンターへお越しください。
手続きをいたします。

利用希望資料が貴重資料ですと、手続きにさらに時間がかかることが多いで
す。お早めにご相談ください。

もう1つお伝えしておくと、関西大学の図書館とは協定を結んでいるため、
事前連絡無しで直接訪問すれば利用できます。
ただし、対象は常勤教職員、大学院生、学部学生に限定されています。非常
勤の先生や研究生・聴講生の方などは、他の大学と同じように訪問利用の手



続きが必要ですのでご注意ください。
近くにある大きな大学ですので、使っていただくと便利だと思います。



訪問利用で行く先を検討する際に、どうすればいいのでしょうか。
便利なツールとして、CiNii Booksというサイトがあります。
CiNii Booksを使えば、全国の大学図書館の所蔵をまとめて検索できます。

地域や都道府県で絞り込みもできて便利です。
さらに、詳細な情報を確認したいときは、「OPAC」ボタンを押すと、各大
学図書館のOPACに飛ぶことができます。

ご自分で調べ方が分からない場合も、図書館のカウンタにきていただけば、
所蔵しているところをお調べします。
また、CiNii Booksで見つからなくても、所蔵機関が他に見つかる可能性もあ
るので、諦めずにぜひご相談ください。


